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世
銀
と
の
合
同
セ
ミ
ナ
ー

ボ
リ
ビ
ア
で
は
世
界
銀
行
が
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ド
ナ
ー
と
な
っ
て
、

援
助
の
調
和
化
が
進
ん
で
お
り
、
日
本
も
世
銀
と
の
関
係
強
化
を
重

視
し
て
い
ま
す
。
近
年
、
ボ
リ
ビ
ア
に
対
す
る
世
銀
の
援
助
方
針
が

変
わ
り
つ
つ
あ
り
、
昨
年
発
表
の
『
貧
困
評
価
』
に
は
、
経
済
成
長

と
富
の
公
平
な
分
配
が
重
要
だ
と
提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

１
９
８
０
年
代
の
構
造
調
整
政
策
で
マ
ク
ロ
経
済
安
定
化
に
注
力
し

て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
貧
困
層
の
脆
弱
性
が
放
置
さ
れ
て
貧
富
の
差

が
拡
大
し
、
か
え
っ
て
社
会
不
安
を
招
い
た
と
い
う
反
省
が
表
れ
て

い
る
と
い
え
ま
す
。

富
の
不
公
平
な
分
配
や
貧
困
層
の
脆
弱
性
は
人
間
の
安
全
保
障
と

深
く
か
か
わ
る
こ
と
か
ら
、
世
銀
の
新
し
い
政
策
提
言
と
「
人
間
の

安
全
保
障
」
を
掲
げ
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
援
助
方
針
と
の
整
合
性
を
高
め

る
取
り
組
み
が
昨
年
か
ら
始
ま
り
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
世
銀
と
合
同
で
中

央
・
県
レ
ベ
ル
と
市
町
村
レ
ベ
ル
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

世
銀
は
『
貧
困
評
価
』
の
政
策
提
言
を
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
人
間
の
安
全

保
障
の
考
え
を
広
く
普
及
す
る
の
が
狙
い
で
す
。

中
央
・
県
レ
ベ
ル
は
省
庁
や
中
小
企
業
な
ど
が
対
象
で
、
い
か
に

貧
困
層
に
裨
益
す
る
形
で
地
域
産
業
を
伸
ば
す
か
、
貧
困
削
減
に
役

立
つ
経
済
成
長
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
と
い
っ
た
政
策
的
な
内
容

が
中
心
で
し
た
。

市
町
村
レ
ベ
ル
は
役
場
の
職
員
や
住
民
が
対
象
で
す
。
人
間
の
安

全
保
障
は
「
ダ
ウ
ン
サ
イ
ド
リ
ス
ク
（
状
況
が
悪
化
す
る
危
険
）」

を
注
視
し
て
い
ま
す
が
、
世
銀
の
調
査
を
踏
ま
え
れ
ば
、
収
入
が
不

安
定
な
こ
と
が
ダ
ウ
ン
サ
イ
ド
リ
ス
ク
に
結
び
つ
い
て
い
る
よ
う
で

す
。
自
然
災
害
や
地
域
経
済
悪
化
な
ど
の
脅
威
に
よ
っ
て
住
民
が
危

機
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
人
々
が
自
ら
の
資
源
を
活
用
し

て
安
定
的
に
生
活
で
き
る
手
段
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ

こ
で
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
地
域
の
産
品
を
確
実
に
売
る
方
法
な
ど
に
つ

い
て
参
加
者
と
一
緒
に
考
え
ま
し
た
。
そ
れ
は
彼
ら
の
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

人
間
の
安
全
保
障
と
財
政
支
援

こ
の
よ
う
に
人
間
の
安
全
保
障
の
概
念
を
、
世
銀
と
だ
け
で
な

く
、
相
手
国
や
他
ド
ナ
ー
を
含
む
援
助
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
全
体
で
共

有
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
人
間
の
安
全
保
障
の
考

え
方
に
基
づ
き
、
人
々
に
直
接
裨
益
す
る
援
助
を
重
視
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
現
場
型
の
支
援
は
、
マ
ク
ロ
経
済
や
財
政
支
援
を
重
視
す

る
他
ド
ナ
ー
に
は
理
解
さ
れ
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
援

助
効
果
向
上
を
目
指
す
調
和
化
が
進
む
と
、
援
助
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
中
で
、
現
場
型
援
助
は
効
果
的
で
な
い
と
い
っ
た
考
え
方
も
出
て

き
ま
す
。
し
か
し
、
人
間
の
安
全
保
障
の
考
え
方
は
、
従
来
の
財
政

支
援
な
ど
か
ら
も
取
り
残
さ
れ
が
ち
な
脆
弱
な
人
々
、
よ
り
困
難
な

状
況
に
あ
る
国
や
地
域
の
人
々
が
直
面
す
る
問
題
の
改
善
に
取
り
組

む
こ
と
な
く
し
て
、
国
際
社
会
全
体
の
平
和
と
発
展
は
あ
り
得
な

い
、
と
い
う
認
識
に
立
っ
て
い
ま
す
。

今
の
援
助
潮
流
は
マ
ク
ロ
経
済
政
策
運
営
重
視
の
傾
向
に
あ
り
ま

す
が
、
脆
弱
な
人
々
へ
の
直
接
的
な
支
援
も
並
行
し
て
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
、
社
会
不
安
を
な
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
一
般
的
に
財
政
支
援
は
政
府
・
市
民
社
会
の
充
分
な
能
力
を

前
提
に
し
て
い
ま
す
が
、
人
間
の
安
全
保
障
の
考
え
方
は
、
地
域
社

会
・
人
々
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
と
政
府
の
能
力
強
化
の
双
方
を
通

じ
て
人
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
あ

り
、
財
政
支
援
の
効
果
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
た

め
に
は
多
様
な
ア
ク
タ
ー
の
協
力
が
重
要
で
す
。
こ
の
よ
う
な
考
え

方
が
援
助
効
果
の
向
上
の
理
念
と
し
て
ド
ナ
ー
間
で
共
有
さ
れ
れ

ば
、
よ
り
脆
弱
な
人
々
に
届
く
支
援
を
実
現
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

人間の安全保障

「
援
助
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
全
体
に

人
間
の
安
全
保
障
の
考
え
方
を
」

２
０
０
４
年
9
月
〜
06
年
3
月
ま
で
、
援
助
協
調
が
活
発
な
ボ
リ
ビ
ア
で
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
企
画
調

査
員
と
し
て
援
助
協
調
の
業
務
に
携
わ
っ
た
塚
本
明
広
さ
ん
。
世
界
的
な
潮
流
で
あ
る
援
助
協
調

と
「
人
間
の
安
全
保
障
」
は
ど
ん
な
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
？
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